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１．農業者と現場で課題解決に挑んでいる背景
●自家採種による地域野菜は、遺伝子を変えられない
●８月の種まきは地球温暖化による猛暑で発芽が計画生産を左
右している

セルリー(コーネル619)の成苗率は25%
・セルトレイ表面温度は40℃以上

猛暑時の金時ニンジンほ場での発芽率
は5割・覆土表面温度は40℃以上



２．成果の出た課題解決に向けた取組み
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セルリーは篩選別強化による種子大粒化
と、この種子を原原種とした系統選抜採
種により育苗での成苗率を８割に向上

発芽率%

金時ニンジンは上右の写真のように熟度をすす
め、揃えることで、発芽率が左８０％から右９５％
にアップできた。

さらに、現場の畑で優良系統を選抜し、その根
部を隔離ハウスに移植して原原種とする採種シ
ステムを確立した。

これらにより、平年値での高温発芽能力は獲得
した。さらに、猛暑の年に向けて種子性能を上
げる必要性は不可欠である。



３．さらに種子の精度を向上させる先端技術の実証により、
セルリーの種子で期待できる結果が出せた

種皮色の濃淡を区分するこ
とで、発芽勢を無処理に比
べさらに４%上昇できた

肉眼で種皮色の濃淡を区分：左淡・右濃

高機能色彩選別機に左
の濃淡区分を記憶させ
て種皮の濃い物だけを
選別した

課題

テストした色彩選別機の選別能力
は確認できたが、微細種子の場合
はカメラの認識能力が1.2mmの正
方形であるため、周辺の優良種子
も弾き、ロスが多いことが課題

※種子粒数カウン
ターの整列能力を色
彩選別機に付加して
微細種子の個体識別
の機能を加えたい

開発技術



４．この現場技術開発による生産現場(普及指導員)の夢
「加工業務用野菜経営の計画生産で法人化と常時雇用➡儲ける農業」

目
標

ここを創る



採種専業農家の存在は、普及センターの強みです
県外の産地の委託採種もお受けできます
ご用命は当センターへ
長い採種の実績と歴史があり、約束は守る農家です



儲ける農業者の育成による持続的担い手育
成が農業改良普及事業の根幹である

普及指導
員の仕事

• 儲ける農業経営体の育成

•地域の活性化（創生）

儲ける農
業

•法人化＝常時（周年）雇用による無理のない規模拡大
•現場技術の開発＝法人経営に適合するオーダーメイド技術

高所得農
業者の育
成

• 安定的な運転資金の確保
• 作業分業化による後払いの仕組みをつくる
• 加工業務生産による定時安定収入の確保

若い雇用就農者の独立就農による持続的な担い手育成＝産地づくり
めざす姿
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